
愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター
第６回国際学術シンポジウム

鉄と匈奴
日時：2013 年 11 月 9日（土） 13:00 開会 
場所：愛媛大学メディアホール

遊牧国家像のパラダイムシフト

13：00－13：15　開会の挨拶

13：15－13：35　「趣旨説明：鉄から描く遊牧民の歴史」白石典之（新潟大学）

　第１部：基調報告

13：35－14：05　「ユーラシアにおけるアイアンロードの成立と展開」村上恭通（愛媛大学）

14：05－14：35　「漢代北方防衛線と鉄」森谷一樹（中国人民大学）

14：35－14：50　休憩

　第２部：フィールド調査の成果

14：50－15：10　「モンゴル国ズーン・バイトラグ川流域の調査成果 -日本 - モンゴル共同研究プロジェクトの成果 -」

　　　　　　　　　L. イシツェレン・Ch. アマルトゥブシン・Ｇ. エレグゼン（モンゴル科学アカデミー考古学研究所）　　　　　　

15：10－15：50　「匈奴の鉄器」N. エルデネオチル（モンゴル科学アカデミー考古学研究所）

15：50－16：10　「匈奴の鉄生産」笹田朋孝（愛媛大学）

16：10－16：25　休憩

　第３部：討論

16：25－17：25　討論「遊牧国家像のパラダイムシフト」

後援：駐日モンゴル国大使館、モンゴル科学アカデミー考古学研究所、日本鉱業史研究会、
　　　（一社）日本鉄鋼協会「鉄の技術と歴史」研究フォーラム

愛媛大学　東アジア古代鉄文化研究センター
〒790-8577　松山市文京町3番　HP: http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/aic/
Tel/Fax: 089-927-8391　Email: kotetsuAIC@gmail.com　

お問い合わせ先

モンゴルでの調査風景（フレル・ウネグ 2Ａ遺跡、ホスティン・ボラグ遺跡、アウラガ遺跡）

主催：愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター、モンゴル環境考古学プロジェクト



The 6th AIC International Symposium  Iron and Xiongnu: Towrd a Paradigm Sift of Nomadic Country Image.
Research Center for Ancient East Asian Iron Culture (AIC), Ehime University
               Address: Bunkyo-cho 3, Matsuyama City, Ehime Prefecture, JAPAN
              Tel: +81-89-927-8391  Email: kotetsuAIC@gmail.com 


